
（経済）
 産業の振興による「まちの活力」の創出
 地域資源を活用した観光振興の推進
（社会）
 地域課題に取り組む市民活動の活性化
 市民の健康づくり支援の充実
（環境）
 カーボンニュートラルに向けた対策の推進
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 戸田市第５次総合振興計画
 戸田市経済戦略プラン
 戸田市環境基本計画2021
 その他、今後策定・改訂する各種計画には
順次反映予定

①コンパクトかつ平坦な地形 ②交通の利便性 ③平均年齢の若さ（県内１位）
④水と緑の豊かな環境 ⑤転出入率の高さ ⑥町会・自治会加入率の減少
⑦健康寿命の低迷（県内ワースト３位） ⑧公共交通サービスの格差

７つの基本目標（子育て・生涯学習・健康・安全・都市・環境・活力分野）

を通じて、「『このまちで良かった』みんな輝く 未来共創のまち とだ」
を実現する

本市が抱えている課題（住み続けたいまち
づくりや地域コミュニティの希薄化、健康づく
りの支援等）は、大都市に隣接する多くの自
治体で抱えている。
本提案は、持続可能なまちづくりに資する
新たな共創の取組であり、類似自治体への
モデルケースとなり、様々なテーマで応用す
ることができる。
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地域の実態
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2030年のあるべき姿

（経済） 市内企業の魅力や価値を高め、多様な人材による地域に根差した経済活動を活性化
（社会） 戸田市ブランドを確立し、「住みたい・住み続けたいまち」を実現
（環境） 地球環境への負荷を計画的に減らし、カーボンニュートラルを実現

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的な
ゴール・ターゲット

（域内）
 広報紙やソーシャルメディア、ホームページ
を通じた情報発信

（域外向け（国内））
 テレビ広報番組『TODAのイイtoco』や戸田
インフォメーションを活用した情報発信

（海外向け）
 ホームページ（外国語表記）の活用

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映

 大学や企業等の包括連携協定締結先と
のSDGs関連事業（環境負荷軽減、健康
づくり、子どもの貧困対策、DX化など）の
推進

 公民連携ファームを通じた新たな連携先
及び連携事業の創出

 「公民連携・SDGs推進担当」のある共創
企画課が全庁的なマネジメントを展開

 関係部局への情報共有や民間との調整を
ワンストップで実施

 公民連携専用窓口「公民連携ファーム」を
通じて様々な団体と連携

行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

 「（仮称）戸田市SDGsパートナー制度」の導入
SDGsの普及啓発やSDGsを推進する民間企業等を登録し、登録団体との連携やSDGsの機運醸成を図る

 「戸田市SDGs共創基金」の設置
経済・社会・環境に係る地域課題に取り組む市民活動を支援し、SDGsの理念や市民活動、協働を推進する

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2022年度SDGs未来都市全体計画提案概要

提案全体のタイトル：一人ひとりの行動変容から始まる持続可能なまちづくり
～『このまちで良かった』 みんな輝く 未来共創のまち とだ～

提案者名：埼玉県 戸田市

全体計画の概要：本市は、常にフレッシュな活力が生み出されてきた反面、人の入れ替わりが激しく、繋がりが醸成されにくいといった課題がある。そこで、本市
に関わる「みんな」がまちづくりを「我が事」としてとらえ、主体的・積極的に参画し、未来を見据えて本市の新たな価値や魅力を「共」に「創」り出すまちへと進化
を遂げる。さらに、便利で快適なだけでなく、子どもから高齢者まで誰もがその人らしく安心して住み続けられる、「みんな輝く 未来共創のまち」を実現する。



自転車まちづくりの推進
～バイシクルシティプロジェクト～
地域振興×絆×脱炭素の推進

課題『カーボンニュートラル・気候変動への対応』

社会面の相乗効果①
市民の外出機会の増加による
市内経済活動の充実

環境

経済 社会

自治体SDGsモデル事業名：「人」も「まち」も サステイナブルシティとだの推進 提案者名：埼玉県戸田市

取組内容の概要：「経済」・「社会」・「環境」の各課題を解決し、持続可能なまちづくりを進めるため、公園や自転車などの身近な資源を活用
し、多数のステークホルダー（企業、団体、市民など）と連携した取組を行うことにより「地域経済の活性化」、「絆の強化」、「脱炭素の推進」
など、本市の地域課題を解決する仕組みを構築する。

2022年度自治体SDGsモデル事業提案概要

取組１︓脱炭素に向けた機運の醸成
市民・企業等と連携した環境美化活動や自転車

のリユース活動の推進
取組２︓モビリティの変化を促す取組の推進
脱炭素に資する移動手段の導入に向けた取組の

推進（電気自動車の購入補助）

課題『地域に根差した経済の活性化』

取組1︓地域の魅力創出
公園等を活用した、自転車などで行きたくな

る地域の魅力創出
取組２︓市内企業の稼ぐ力の強化
観光資源・自転車・DXを活用した市内企業の

稼ぐ機会の強化

取組１︓地域の繋がりを強くする機会の創出
地域課題に取り組む市民活動団体の活動支援

取組２︓健康増進に向けたイベント等の実施
彩湖・道満グリーンパークを活用した自転車

イベント等による市民の健康増進
取組３︓出歩きやすいまちづくりの推進
道路のバリアフリー化、自転車通行空間の整

備の推進

経済面の相乗効果①
市内企業等の魅力向上による
地域活性化

環境面の相乗効果②
自転車利用等による市民の
繋がり強化

社会面の相乗効果②
地域活動の活性化に伴う身近
な「まち」の環境改善

環境面の相乗効果①
自転車利用等による地域商店
での買い物機会の増加

経済面の相乗効果②
企業等による脱炭素の取組に
係る投資促進

課題『 地域の絆の強化・健康寿命の延伸』


